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Ｃ．静力学から動力学へ

９．アルキメデス的落体の法則
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要約 ガリレオは「運動について」で落体の法則を提唱した。落体の速度ｖは物体にはた

らく重力Ｗから浮力ｗを引いたものに比例するという主張である。

ｖ∝Ｗ－ｗ 落体の速度∝重力－浮力

この議論の前提となっているのはアリストテレスの押し曳きの力学である。

アリストテレスは

ｖ∝Ｆ 速さ∝力

を主張した。
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この法則はガリレオより以前にベネデッティが主張していた。

「Benedetti(1530～ 1592)
イタリアの数学者、物理学者。ガリレオの先駆者。物体の落下速度は一定であるとし落

下物体の加速度と運動量の関係を論じる。」『科学技術人名事典』都築洋次郎編著北樹出

版より

この法則は正しくない。しかし、次の３点で、アリストテレスの落下法則より正しいも

のを含んでいる。

①静力学の正しい理論にもとづいている。

静力学の正しい理論とは、浮力の原理のことである。

ここで、「物体の受ける力は重力－浮力である」という点では正しい主張をしているの

である。このような理論はアリストテレスの落体の法則には出てこない。ガリレオが間違

えたのは、この力の差が速度と比例すると考えたことである。この点ではアリストテレス

の誤った理論を踏襲したということである。

②この理論では落下と上昇を同じ式で扱える。

水中の木は上に浮いてくる。このとき、浮力ｗは重力Ｗより大きい。そこで落下速度は

マイナスとなる。すなわち上昇するのである。

③密度と重量の違いをはっきりさせた。

ガリレオの論文に出てくるＷは「単位体積あたりの物体の重さ」であり、ｗは「単位体

積あたりの媒体の重さ」である。すなわち、これは物体の密度、媒体の密度である。

板倉さんは、この間違った理論の中に、それまでよりすぐれた点を見いだしたのである。

これは、科学史家として心得なければならないことである。しばしば、科学史家は今日の

科学の立場から過去の科学者の仕事を評価しがちであるが、それは科学史の研究としてき

わめてまずいと言わなければならない。科学史で明らかにすることは、いろいろな間違い

をしながらどのようにして真理に近づいていったかを明らかにすることである。この目の

つけどころは、板倉さんが仮説実験授業を提唱して以後、大いに力を発揮することになっ

た。仮説実験授業では、「子どもが間違ったことを言ったら、その考えを尊重しなければ

ならない」ということが授業運営上の重要な心得である。この心得は、科学史の研究者に

とっても重要な心得なのである。

さて、ガリレオはアルキメデスの方法に満足しなかったことを板倉さんは指摘している。

これは何だろうか。「アルキメデスの方法は数学的であって物理学的でない」というのが

その不満の内容である。ガリレオは物理学的な証明を意図して静力学から動力学に進んだ

のである。

この「数学的」と「物理学的」についてはさらに検討することが必要である。これはこ

の論文の先の方を検討することで解明できると予想される。


